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広報にいかっぷは

600 号を迎えました

おかげさまで



特集「広報にいかっぷ創刊 600 号」
～昔の広報誌からみる新冠町の移り変わり～

　広報にいかっぷは、今月号で創刊 600 号迎えるこ

ととなりました。今月号と来月号は、郷土資料館に保

存してある昔の広報誌の中から節目となるものを選

び、当時の時代や町の様子などを紹介します。

「
新
冠
村
政
た
よ
り
第
26
号

昭
和
32
年
１
月
20
日
発
行
」

　

こ
の
広
報
誌
は
、
現
存
し
て
い
る
最
も

古
い
広
報
誌
で
、
郷
土
資
料
館
に
写
し
が

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
は
、「
年
頭
の
辭
（
こ
と
ば
）」
と
い

う
見
出
し
で
、
新
冠
村
飛
島
賢
治
村
長
の
年

頭
の
あ
い
さ
つ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

書
き
出
し
部
分
を
紹
介
す
る
と
、

　

『
村
民
の
皆
さ
ん
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
年
連
続
し
て
未
曾
有
の
大
災
害
に
襲

わ
れ
文
字
通
り
多
難
で
あ
り
ま
し
た
。
昭

和
三
十
一
年
を
送
り
こ
こ
に
復
興
の
最
盛

年
と
も
言
う
べ
き
昭
和
三
十
二
年
の
新
春

を
迎
え
ま
し
て
か
か
る
災
渦
の
な
い
明
る

い
年
で
あ
る
こ
と
を
念
じ
つ
つ
年
頭
の
御

挨
拶
を
申
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。』

　

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
未
曾
有
の
大

災
害
は
、
昭
和
30
年
７
月
４
日
に
発
生
し
た

開
基
以
来
の
大
水
害
の
こ
と
で
、
そ
の
降

雨
量
は
奥
地
山
間
部
に
お
い
て
は
２
３
０

ミ
リ
に
達
し
ま
し
た
。

　

被
害
は
全
村
地
域
に
及
び
、
死
者
27
名
、

家
屋
の
流
出
・
全
壊
58
戸
、
そ
の
他
、
道

路
や
橋
、
学
校
、
鉄
道
、
木
工
場
や
診
療

所
な
ど
が
被
害
を
受
け
、
そ
の
被
害
額
は

実
に
10
億
５
千
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

　

他
に
、
こ
の
村
政
た
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
も
の
に
成
人
式
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。

　

『
成
人
の
日　

一

月
十
五
日　

新
冠

中
學
校
で
成
人
祭

擧
行
』
の
見
出
し

で
、
新
冠
中
学
校

講
堂
で
行
わ
れ
た

成
人
式
の
様
子
が

写
真
と
と
も
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
に
成
人

を
迎
え
た
の
は
、

昭
和
12
年
生
ま
れ

（
今
年
78
歳
）
の

方
々
で
、
成
人
者

１
７
３
名
の
地
区

と
氏
名
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
広
報
に
い
か
っ
ぷ
第
50
号

昭
和
35
年
１
月
１
日
発
行
」

　

第
50
号
は
元
旦
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、『
新

年
の
挨
拶　

村
長　

飛
島
賢
治
』か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

書
き
出
し
は
、『
幸
い
に
昨
年
は
水
陸
共
に
災

害
が
な
く
豊
穣
に
恵
ま
れ
、
皆
さ
ん
も
定
め
し
安

堵
せ
ら
れ
て
御
家
族
或
い
は
御
親
族
が
一
同
揃
つ

て
に
ぎ
や
か
に
雑
煮
の
ぜ
ん
に
向
か
わ
れ
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
。』
と
始
ま
り
、
岩
清
水
発
電
所
の

完
成
と
奥
新
冠
発
電
所
の
工
事
着
工
に
つ
い
て
、

ま
た
、
電
源
開
発
事
業
に
伴
う
奥
地
産
業
開
発
と

奥
地
地
下
森
林
資
源
の
開
発
促
進
の
重
要
性
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
も
主
要
な
道
路
で
あ
る
国
道

２
３
５
号
線
の
「
新
冠
橋
」
の
橋
り
ょ
う
工
事
が

始
ま
っ
た
の
も
こ
の
年
で
、『
こ
れ
に
よ
り
日
高

沿
線
生
産
物
の
集
約
輸
送
及
び
奥
地
建
設
物
資
の

輸
送
な
ど
に
劃
企
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考

え
ら
れ
る
』
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
広
報
に
い
か
っ
ぷ
第
１
０
０
号

昭
和
41
年
２
月
号
」

　

『
明
日
の
農
業
を
学
ぶ
』
と
題
さ
れ
た
こ

の
広
報
誌
で
は
、
日
高
判
官
館
青
年
の
家

で
行
わ
れ
た
新
冠
町
農
業
学
園
の
冬
季
合

宿
教
育
の
一
コ
マ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

『
農
業
学
園
は
、
２
月
１
日
よ
り
、
冬
季

合
宿
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

「
自
宅
で
は
、
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
で
さ
び
し

か
っ
た
が
、
僕
と
同
じ
苦
労
を
し
て
、
明

日
の
農
業
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
仲
間
が

こ
ん
な
に
お
お
ぜ
い
い
る
の
だ
、
先
生
方

の
講
演
は
本
当
に
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
な
ん
と
言
っ
て
も
み
ん
な
と
一
緒

に
食
事
を
し
、
一
緒
に
風
呂
に
入
り
、
一
緒

に
寝
な
が
ら
語
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
体
験
談

や
、
将
来
へ
の
夢
に
、
い
ま
ま
で
突
き
当
た
っ

て
い
た
壁
を
打
ち
破
れ
る
よ
う
な
知
恵
と
勇

気
が
湧
い
て
き
た
気
が
し
ま
す
。」

あ
る
学
園
生
は
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
青
年
の
家

な
ら
で
は
の
収
穫
で
し
ょ
う
。』

　

こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
新
冠
町
農
業

学
園
」
と
は
、
新
冠
町
と
平
取
町
が
協
力
し

農
業
後
継
者
の
育
成
を
目
的
に
組
織
さ
れ
た

団
体
で
、
冬
の
農
業
の
閑
散
期
に
合
わ
せ
開

か
れ
た
冬
季
合
宿
で
は
、
多
く
の
若
者
が
一

堂
に
会
し
、
講
義
を
受
け
、
互
い
の
夢
を
語

り
合
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
も
学
校
の
部
活
動
や
地
域

活
動
な
ど
で
多
く
の
若
者
に
利
用
さ
れ
て

い
る
日
高
判
官
館
青
年
の
家
で
す
が
、
建

設
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
41
年
に
日
高
組
合

立
（
当
時
の
日
高
管
内
９
町
村
の
組
合
）

と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
年
の
１
月
14
日
に
落
成
式
が
行
わ

れ
、
翌
15
日
の
最
初
の
利
用
と
な
っ
た
の
は
、

当
町
の
成
人
式
で
し
た
。　

そ
の
後
、
新
冠

町
農
業
学
園
の
冬

季
合
宿
教
育
、
日

青
漁
村
青
年
研
修
、

新
冠
町
第
２
回
町

づ
く
り
研
究
大
会

が
行
わ
れ
る
な
ど
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
行
事

や
研
修
が
行
わ
れ
、

新
し
い
日
高
管
内

の
社
会
教
育
の
場

と
し
て
賑
わ
い
を

み
せ
ま
し
た
。

「
広
報
に
い
か
っ
ぷ
第
１
５
０
号

昭
和
47
年
４
月
号
」

　

表
紙
を
め
く
る
と
「
未
来
に
飛
躍
す
る

新
冠
町
を
創
造
す
る
た
め
に
」
と
題
し
た

小
野
木
町
長
の
47
年
度
執
行
方
針
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

執
行
方
針
で
は
、
市
街
地
の
排
水
路
の

整
備
や
交
通
安
全
対
策
と
し
て
歩
道
の
整

備
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
生
活
環
境
の
整

備
な
ど
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
統
合
中
学
校
建
設
に
着
手
』
と

い
う
記
事
も
あ
り
、
新
冠
沢
沿
い
の
朝
日
・

明
和
・
若
園
と
節
婦
の
各
中
学
校
は
、
当

時
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
に
併
設
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
、
市
街

地
の
現
在
の
場
所
に
統
合
中
学
校
を
建
設

す
る
と
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
、『
町
長
杯
中
央
チ
ー
ム
優
勝
・

議
長
杯
は
大
富
チ
ー
ム
』
と
い
う
見
出
し
で
、

カ
ル
タ
大
会
の
開
催
結
果
が
写
真
付
き
で
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
、
各
地
区
に
カ
ル
タ
の
チ
ー
ム
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
写
真
か
ら
も
当
時

の
人
気
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

「
昔
の
広
報
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
」

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
新
冠
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
刊
行
物
や
記
録
を
保
存
し
て
お
り
、
今
月
号
で

紹
介
し
て
い
る
広
報
誌
も
資
料
館
か
ら
借
用
し
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
資
料
館
で
は
、
５
月
20
日
か
ら
６
月
30
日

ま
で
、
こ
れ
ま
で
保
存
し
て
き
た
広
報
紙
を
一
般

の
方
が
自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
閲
覧

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
当
町
の
歴
史
が
詰
ま
っ
た
町
の

情
報
誌
を
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

※
「
創
刊
６
０
０
号
記
念
」
特
集
記
事
は
、
引
き

続
き
来
月
も
掲
載
い
た
し
ま
す
。

カルタ大会の様子を紹介した記事

青年の家で開かれた農業学園を紹介した表紙

飛島村長の新年の挨拶

現在確認できる一番古い新冠の広報紙（写し）

P3  広報にいかっぷ　2016.5 広報にいかっぷ　2016.5 P2



平
成
28
年
度　

新
冠
町
の
予
算

　

平
成
28
年
度
の
新
冠
町
の
予
算
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は

50
億
４
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

当
初
予
算
に
対
し
２
億
２
１
０
０
万
円
増
額
し

て
お
り
ま
す
。

　

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財
源
で
あ
り
ま
す
町

税
に
つ
い
て
は
、
個
人
住
民
税
は
増
収
を
見
込

ん
で
お
り
、
固
定
資
産
税
は
、
土
地
に
つ
い
て

は
大
き
な
増
減
は
な
い
も
の
の
、
家
屋
及
び
償

却
資
産
に
お
き
ま
し
て
は
増
収
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
前
年
度
対
比
14
％
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
町
税
全
体
で
は
前
年
度
対
比
９
・
４
％
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
予
算
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
割

合
を
占
め
る
地
方
交
付
税
に
お
い
て
は
、
起
債

償
還
額
の
減
少
に
よ
る
基
準
財
政
需
要
額
の
減

額
と
昨
年
度
の
交
付
実
績
を
考
慮
し
１
・
６
％
減

の
27
億
２
６
４
９
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

歳
出
予
算
で
は
、
財
政
収
支
や
将
来
負
担
の

見
通
し
を
見
据
え
、
投
資
的
経
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
緊
急
度
や
優
先
度
の
高
い
事
業
か
ら
実

施
す
る
よ
う
予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
債
（
借
金
）
の
残
高
は
、
平
成
27
年
度
末

の
見
込
で
約
67
億
８
２
５
３
万
円
、
平
成
28
年

度
末
の
見
込
で
は
約
64
億
５
５
２
７
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、

減
債
基
金
か
ら
の
繰
入
を
財
源
に
起
債
償
還
を

行
い
起
債
残
高
の
減
少
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
冠
町
の
基
金
（
貯
金
）
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
末
の
見
込
で
約
22
億
７
１
５
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一般会計項目別内訳

国庫支出金道支出金

基金（貯金）の残高（一般会計分）

25年度末 　22億 7548万円

26年度末 　23億 3308万円

27年度末
　22億 7150万円（見込）

　町民一人当たり40万円

町債（借金）の残高（一般会計分）

25年度末 　72億 7909万円

26年度末 　69億 9309万円

27年度末
　67億 8253万円（見込）

　町民一人当たり119万5千円

町民一人当たりは、平成 28年 3月末の人口、
5676 名で計算しています。

町税
6億1873万円
（12.3％）

使用料・手数料
1億882万円
（2.2％）

商工費1億8621万円（3.7％）

総務費
7億4674万円

（14.8％）

民生費
9億8509万円

（19.5％）

衛生費
4億9791万円

（9.9％）

土木費
4億4278万円

（8.8％）

消防費
2億3804万円
（4.7％）

教育費
7億640万円
（14.0％）

公債費
7億6353万円
（15.1％）

農林水産業費4億175万円（8.0％）

議会費7355万円（1.4％）

その他300万円（0.1％）

繰入金
1億8396万円
　（3.6％）

その他
2億6286万円
　（5.2％）

その他
2億3249万円（4.6％）

国庫支出金
3億2578万円
（6.5％）

道支出金
2億1597万円
（4.3％）

町債
3億6990万円
（7.3％）

地方交付税27億 2649万円（54.0％）

自主財源
　23.3％

依存財源76.7％

歳入
50億4500万円

歳出
50億4500万円

議会費　　　　　　　　　　７３５５万円

総務費　　　　　　　　７億４６７４万円
・地域コミュニティバス運営事業　　　　　　2467万円

・中古住宅流通活性化事業　 　　　　　　   152万円

・町政事務委託事業　　　　　 　　　　　   759万円

・結婚記念品贈呈事業　　　　　　　　　　　 52万円

・レ・コードパーク施設改修事業　　　　　　491万円

民生費　　　　　　　　９億８５０９万円
・老人等緊急通報システム導入事業　　　　　160万円

・新冠町子ども発達支援センター事業　　    2806万円

・高齢者の見守り見回り事業　　　　　　　    18万円

・成年後見制度利用支援事業　　　　　　　　 23万円

衛生費　　　　　　　　４億９７９１万円
・新冠町不妊治療費助成事業　　　　　　　   230万円

・妊娠期・出産時支援事業（交通費）　　　     99万円

・健康診査事業（胃・肺・大腸がん）　　　    691万円

・乳幼児健康診査　　　　　　 　　　　　   166万円

・婦人科検診（乳がん・子宮がん）　　　　  285万円

農林水産業費　　　　　４億　１７５万円
・農業支援員派遣事業（地域おこし協力隊）　   1483 万円

・地域担い手育成総合支援協議会補助　　　   359万円

・有害鳥獣駆除対策事業　　 　　　　　　　2916万円

・水産多面的機能発揮対策事業負担金　　　　　79万円

商工費　　　　　　　　１億８６２１万円
・商工業振興事業　　　　　　　　　　     1206万円

・にいかっぷふるさと祭り事業　　　　　　   579万円

・新冠町観光協会補助事業　　　　　　　　   988万円

土木費　　　　　　　　４億４２７８万円
・町道施設維持管理事業　　　　　　　     7074万円

・橋梁長寿命化事業（防災・安全交付金）　　    2100万円

・河川施設維持管理事業　　　　　　　　　 2632万円

消防費　　　　　　　　２億３８０４万円

教育費　　　　　　　　７億　６４０万円
・特別支援教育支援員・学習支援員 　　　　 681万円

・音楽体験・交流事業　　　　　　　　　　　 254万円

公債費　　　　　　　　７億６３５３万円

平成28年度の主な事業

平成 28年度各会計予算総括表

会　計　名 今年度予算額 前年度予算額 前年度比増減率

一般会計 50億 4500 万円 48億 2400 万円 4.6％

簡易水道事業特別会計 ２億 4804 万円 ４億 3717 万円 △ 43.3％

下水道事業特別会計 ２億 2682 万円 ２億 1922 万円 3.5％

国民健康保険特別会計 ８億 9956 万円 ９億 1274 万円 △ 1.5％

後期高齢者医療特別会計 6679 万円 6884 万円 △ 3.0％

介護サービス特別会計 ３億 3656 万円 ２億 9791 万円 13.0％

国民健康保険診療所特別会計 ２億 6596 万円 ４億 5129 万円 △ 41.1％

特別会計合計 20億 4373 万円 23億 8717 万円 △ 14.4％

総　額（一般会計＋特別会計） 70億 8873 万円 72億 1117 万円 △ 1.7％

地域コミュニティバス運営事業 音楽体験・交流事業ふるさと祭り事業
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町
内
の
各
学
校
で
は
、
４
月
に
人
事
異
動

が
あ
り
、
新
冠
小
に
品
田
校
長
と
加
渡
教
頭
、

朝
日
小
に
松
井
校
長
と
髙
杉
教
頭
、
新
冠
中

に
岡
田
教
頭
が
着
任
し
、
ま
た
、
認
定
こ
ど

も
園
ド
・
レ
・
ミ
に
も
木
下
園
長
が
着
任
す

る
な
ど
、
新
体
制
で
新
年
度
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
４
月
７
日
に
は
、
新
冠

中
学
校
体
育
館
で
平
成
28
年
度
入
学
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
や
保
護
者
、
関
係
者
が
見
守
る
中
、

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
入
場
し
た
新
入

生
44
名
は
、
期

待
と
不
安
が
入

り
混
じ
る
緊
張

し
た
面
持
ち
の

中
に
も
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
新

し
い
中
学
校
で

の
生
活
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
い

る
様
子
で
し
た
。

各
学
校
は
新
体
制
に

新
冠
中
の
新
入
生
は
44
名

　

４
月
１
日
、
道
営
農
道
整
備
事

業
と
し
て
平
成
19
年
度
か
ら
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
町
道
元
神
部
町

有
牧
野
芽
呂
線
の
改
良
・
舗
装
工

事
が
完
了
し
、
一
般
車
両
の
通
行

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
路
線
は
、
農
畜
産
物
や
生

産
資
材
な
ど
の
効
率
的
な
輸
送

を
図
る
た
め
整
備
さ
れ
た
全
長

６
２
１
７
ｍ
の
道
路
で
、
す
で
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
路
線

と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
25
日
、
緑
丘
生
活
セ
ン
タ
ー

で
、
緑
丘
地
区
に
新
た
に
就
農
し

た
３
組
の
家
族
を
迎
え
、
新
規
就

農
者
激
励
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
就
農
し
た
の
は
、
こ
れ
ま

で
農
業
支
援
員
と
し
て
研
修
し
て

き
た
内
藤
純
哉
さ
ん
と
井
本
洋
督

さ
ん
、
ま
た
、
音
更
町
か
ら
移
住

し
た
長
谷
川
一
美
さ
ん
の
家
族
で
、

内
藤
さ
ん
は
ピ
ー
マ
ン
栽
培
、
井

本
さ
ん
と
長
谷
川
さ
ん
は
酪
農
を

始
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
、
役
場
会
議
室
で
、

４
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
を
受
け
た
２
名
の
農
業
支

援
員
は
、
野
菜
農
家
や
畜
産
農
家

な
ど
で
将
来
の
就
農
に
向
け
研
修

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
観
光
協

会
の
職
員
１
名
と
観
光
振
興
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
１
名
は
、
観
光
振
興

事
業
な
ど
に
従
事
し
な
が
ら
、
地

域
活
性
化
に
向
け
て
の
業
務
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

４
月
23
日
か
ら
３
週
間
に
わ
た

り
、
図
書
プ
ラ
ザ
で
こ
ど
も
の
読

書
週
間
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ

と
本
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い

と
、
毎
年
企
画
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
む
ぎ

の
め
」
が
手
作
り
し
た
布
の
絵
本

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
仕
掛
け
が
詰
ま
っ
た
布
の

絵
本
を
手
に
取
り
、
遊
び
な
が
ら

読
書
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
、
新
冠
町
商
工
会
青

年
部
の
メ
ン
バ
ー
が
、
認
定
こ
ど

も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
園
庭
に
36
本

の
鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
新
冠
の
子
ど
も
た
ち

が
元
気
に
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て

欲
し
い
」
と
願
い
を
込
め
、
青
年

部
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
で
、

こ
の
日
も
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
後

の
夕
暮
れ
時
に
関
係
者
22
名
が
集

ま
り
、
約
１
時
間
か
け
て
鯉
の
ぼ

り
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
、
今
年
も
春
の
交
通

安
全
に
合
わ
せ
、
レ
・
コ
ー
ド
館

前
で
交
通
安
全
街
頭
啓
発
運
動
の

「
人
の
波
作
戦
」
が
行
わ
れ
、
多
く

の
人
が
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
今
回
新
た
に
制
作
し

た
82
ｍ
の
横
断
幕
を
前
に
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
な
ど
地
域
住
民

２
７
０
名
が
集
ま
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
な
ど
安
全
運
転
の
徹
底
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
27
日
、
字
美
宇
の
ノ
ー
ス

ヒ
ル
ズ
を
経
営
す
る
前
田
幸
治
代

表
が
町
に
１
０
０
０
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
前
田
代
表
に
代
わ

り
福
田
洋
志
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
小
竹
町
長
を
訪
れ
「
現

在
の
ノ
ー
ス
ヒ
ル
ズ
が
あ
る
の
も

新
冠
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
す
」
と
、
前
田
代
表

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、
小

竹
町
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
字
東
川
の
第
４
分
団
副
分
団
長

の
庄
野
照
彦
さ
ん
が
平
成
27
年
度
消
防
功
労

者
消
防
庁
長
官
表
彰
を
、
ま
た
、
字
節
婦
町

の
第
２
分
団
分
団

長
の
渡
邊
研
史
さ

ん
が
日
本
消
防
協

会
精
績
章
を
受
賞

さ
れ
、
４
月
13
日

に
日
高
中
部
消
防

組
合
消
防
署
新
冠

支
署
に
お
い
て
開

か
れ
た
新
冠
消
防

団
会
議
の
中
で
表

彰
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　

庄
野
さ
ん
と
渡

邊
さ
ん
は
、
永
年

に
渡
り
消
防
団
員

と
し
て
消
防
活
動

に
尽
力
さ
れ
て
き

た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
度
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

4
月
27
日
、
認
定
こ
ど
も
園
ド
・

レ
・
ミ
で
、
今
年
度
初
め
て
の
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は

口
に
手
を
当
て
な
が
ら
、
担
任
の

先
生
と
一
緒
に
、
教
室
か
ら
駐
車

場
ま
で
避
難
を
し
ま
し
た
。

　

４
月
の
こ
ど
も
園
の
入
園
児
数

は
、
１
６
３
名
と
こ
れ
ま
で
で
一

番
多
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
職
員
は
、
非
常
時
に
迅
速
・

安
全
に
避
難
が
で
き
る
よ
う
手
順

の
確
認
を
し
て
い
ま
し
た
。

新
冠
町
商
工
会
青
年
部

子
ど
も
た
ち
に
鯉
の
ぼ
り
を

町
道
元
神
部
町
有
牧
野
芽
呂
線

一
般
車
両
の
通
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

緑
丘
地
区
に
３
組
が
新
規
就
農

新
規
就
農
者
激
励
会
開
催

前
田
幸
治
さ
ん

町
に
１
０
０
０
万
円
の
寄
附

交
通
安
全
街
頭
啓
発
運
動

交
通
事
故
の
無
い
ま
ち
に
願
い
を
込
め
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付

今
年
は
４
名
の
隊
員
が
活
動

レ
・
コ
ー
ド
館
図
書
プ
ラ
ザ

こ
ど
も
の
読
書
週
間
事
業
開
催

庄
野
照
彦
さ
ん
・
渡
邊
研
史
さ
ん

表
彰
状
を
伝
達

認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ

火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
実
施

ま ち の

話 題
あ れ こ れ
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　平成28年４月14日に発生した「平成28年熊本地震」

により、熊本県を中心に大きな被害がでており、多く

の被災者の方々が困難な生活を強いられています。

　そこで被災された方々の支援に役立ててもらうた

め、災害義援金などの募集窓口を、次のとおり設置し

ておりますのでお知らせします。

【日本赤十字社北海道支部新冠分区】

　募集窓口：役場町民生活課内（☎ 0146・47・2112）

　義援金名：平成 28年熊本地震災害義援金

　※義援金を直接送金される場合については、下記の

　　口座をご利用ください。

　郵便局＜郵便振替＞

　　口座記号番号　00130-4-265072

　　口座名義　日赤平成28年熊本地震災害義援金

【新冠町共同募金委員会】

　募集窓口：町社会福祉協議会内（☎ 0146・47・2130）

　義援金名：平成 28年熊本地震義援金

　※義援金を直接送金される場合については、下記の

　　口座をご利用ください。

①肥後銀行　水道町支店　普）1281400

　社会福祉法人　熊本県共同募金会

②熊本銀行　花畑支店　普）0025449　

　社会福祉法人　熊本県共同募金会

③ゆうちょ銀行　郵便振替口座　00950-2-174321

　熊本県共同募金会熊本地震義援金

※募集期間：4月 15日～ 6月 30日（共通）

●問い合わせ先

　町民生活課町民生活グループ社会係

☎ 0146・47・2112

健康相談のご案内
　保健師が健康相談・健康チェックを行い

ます。体調に関することなど、気軽に相談

に来てください。事前申し込みは不要です。

・日時　５月 27日（金）午後２時～３時

・場所　新冠老人憩いの家

・内容　健康相談、血圧・体組成計測定など

●問い合わせ先

保健福祉課保健福祉グループ健康推進係

☎ 0146・47・2411

移動献血車「ひまわり号」来町

献血にご協力ください！
期日：５月 24日（火）
時間：新冠町農協前 午前9時～10時 30分

　　　新冠町役場前 正午～午後３時 30分

　今回より実施時間が変更になっています

のでご注意ください。また、次回は、９月

15日（木）を予定しておりますので、ご

協力のほどよろしくお願いいたします。

●問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ社会係

☎ 0146・47・2112

こんな電話にご注意を！
「電気料を払い戻します。」

　本年４月１日から、家庭向け電力が自由に選択でき

るようになりましたが、４月に入り全道で電気に関す

る不審電話が相次いで報告されています。

「ほくでんの〇○です。電気料を多くもらい過ぎていて、

返金をしたいので口座番号を教えて欲しい」

「ほくでんサービスの〇○です。200 Ｖ電力の使用状況

を確認したいので訪問したい」

「検診の誤りで２・３月分を多くいただいている。返金

したいので口座番号を教えて欲しい。」

　このように「ほくでん」や「ほくでん関係の会社」

を名乗る不審電話が多く、また、電気契約の変更や銀行・

郵便局の口座番号などの情報を聞き出そうとするケー

スが多くあります。

　現在、町内では被害の報告はありませんが、今後は

不審電話や訪問勧誘などが起きることが想定されます

ので、何かあれば「すぐに契約したりせず、まずは

家族や役場など周りの第３者に相談する」ことを徹

底し、被害にあわないように注意してください。

●問い合わせ先　

　企画課まちづくりグループ商工・労働・観光係

　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2498

コンビニで税金が納付できるように！
コンビニ用納付書を希望の方はご連絡を！

　本年５月から町の税金や水道利用料金などがコンビニ

エンスストア（コンビニ）で納付できるようになりまし

た。これからは 24時間、365 日（土日祝含）コンビニ

の営業時間であれば、いつでも納付できます。

　コンビニで納付できるのは、固定資産税・道町民税・

軽自動車税・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・

上下水道料金・保育料・公営住宅使用料などで、納付で

きるコンビニは、セイコーマート、セブンイレブン、ス

パー、ローソンなどです。

　町では、現在、コンビニ専用納付書を再度作成してい

ることから、当面の間は、コンビニ納付の利用者を次の

方に制限させていただきます。

①お仕事の都合により金融機関などの窓口開設時間内に

　納付ができない方。

②当町指定の金融機関が自宅や勤務先の近くにない方。

③上記以外の理由で、当町が発行を認める方。

（状況に合わせ対応しますので、気軽にご相談ください）

　コンビニでの納付を希望される方は、下記までご連絡

下さい。新しい納付書を送付します。

●問い合わせ先

　税務課税務グループ納税係　☎ 0146・47・2115

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その１

健康カレンダー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

５
月

10日（火） 受付 13：00～ ＢＣＧ予防接種 保健センター

16日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 保健センター

20日（金）
10：00～11：30

脳の元気アップ教室
泊津生活館

13：30～15：00 泉生活館

23日（月）
10：00～11：30

脳の元気アップ教室
保健センター

13：30～15：00 節婦生活館

24日（火）
受付９：45～ ４・７・12ヶ月児健康診査

保健センター
受付 13：00～ １歳６ヶ月・３歳児健康診査

27日（金）

10：00～11：30
脳の元気アップ教室

朝日農村環境改善センター

13：30～15：00 太陽開拓婦人ホーム

14：00～15：00 健康相談 新冠憩いの家

30日（月）
10：00～11：30

脳の元気アップ教室
緑丘生活センター

14：00～15：30 おうるの郷

６
月

３日（金）13：30～15：00 離乳食教室 保健センター

10日（金）
①６：30～
②７：30～
③８：30～
④９：30～
⑤ 10：30～

・特定健診
・胃・肺・大腸がん検診
・前立腺がん検診
・肝炎ウイルス検査
・エキノコックス症検査

保健センター

11日（土）

16日（木） 13：00～16：30 フッ素塗布 保健センター

28日（火）
受付９：45～ ４・７・12ヶ月児健康診査

保健センター
受付 13：00～ １歳６ヶ月・３歳児健康診査

平成 28 年熊本地震災害義援金

　今年も「にいかっぷほのぼのスタンプラリー」を実施して

います。観光客だけではなく、新冠町にお住まいの皆さんにも、

ご家族やご友人と一緒にこのスタンプラリーに参加し、新し

い町の魅力を発見していただきたいと思います。

☆スタンプラリーに参加するには？☆

　①町内のスタンプ対象施設で、申し込み用紙を手に入れる。

　②対象施設を回りスタンプを押す。（対象施設は全７か所）

　③現金 20万円など豪華商品から選んで申し込む！

　開催期間は、４月 23日（土）から９月 30日（金）までで、

参加料は無料です。詳しくは、申し込み用紙をご覧ください。

●問い合わせ先　

　にいかっぷ観光協会　☎ 0146・45・7300

　企画課まちづくりグループ観光係　☎ 0146・47・2498

にいかっぷほのぼのスタンプラリー

町道の冬期間通行止め解除のお知らせ
　昨年12月から冬期間通行止めとしていました、新冠

ダム線の通行規制を解除しましたので、お知らせします。

　また、道路の路面に穴が開いている、側溝が壊れてい

るなど補修が必要な状況が見受けられましたら担当まで

ご連絡をお願いいたします。

・通行止めを解除する路線

　岩清水新冠ダム線（字泉、大森宅から新冠ダムまでの間）

・通行止め解除日

　　５月２日（月）午前８時から

●問い合わせ先

建設水道課建設グループ建設係　☎ 0146・47・2112
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40歳以上の方へ！

特定健診受診券の送付について
　特定健診はメタボリックシンドロームに着目し、

糖尿病などの生活習慣病を予防するための健診です。

　町では、毎年、特定健康診査対象の方に、「特定健

康診査受診券」を送付しています。

　「特定健康診査受診券」は保健センターで行う集団

健診または指定する医療機関で利用することができ、

利用期限は平成 29年 3月末です。受診券を利用する

ことで、町の助成を受けられるため、通常よりも安

く健診をうけることができますので、是非ご利用く

ださい。

◆特定健診受診券送付対象者

　・40～ 74歳の国民健康保険

　　加入者

　・後期高齢者医療制度加入者

　・40歳以上の生活保護受給者

＊上記以外の方は、加入する

　社会保険に確認ください。

◆送付時期　平成28年 5月末を予定しています。

＊医療機関などの詳細は、改めて周知いたします。

がん検診・肝炎ウイルス検査の

無料クーポン券の送付について
　がんは、昭和 56年より日本人の死亡原因の第１位

で、平成26年には、年間 37万人が亡くなっています。

　がんの診断や治療法は急速に進歩しており、早期

に発見して適切な治療を受ければ完治もできること

から、定期的に検診をうけることが非常に重要です。

　今後、町では対象者にがん検診・肝炎ウイルス検

査の無料クーポン券を送付しますので、保健センター

で行う集団検診または指定する医療機関でご利用く

ださい。ぜひ、この機会に受診してください！

◆無料クーポン券送付対象者

・乳がん検診・大腸がん検診：

　対象：４月１日時点で40・45・50・55・60歳の方

・子宮がん検診：

　対象：４月１日時点で20・25・30・35・40歳の方

・肝炎ウイルス検査：

　対象；平成 28年度内に 40・45・50・55・60・65・

70・75歳に達する方で、過去に町が実施する肝炎ウイ

ルス検査を受けたことがない方

◆送付時期　平成 28年５月末を予定しています。

◆使用期限　平成 29年３月末まで。

『年金生活者等支援臨時福祉給付金について』
　国において、低年金受給者への支援のため、本給付

金事業が実施されていますので、期間内にお早めに手

続きをお願い致します。

　対象となる方は、平成 27年度臨時福祉給付金の対

象者の内、昭和 27年４月２日以前に生まれた方が対

象となります。（平成28年度中に 65歳以上となる方）

・受付期間　４月６日～７月７日

・受付会場　役場内・年金生活者等支援臨時福祉給付金窓口

※新冠町で申請できる方は、平成 27年１月１日に新

冠町に住民票があった方です。それ以外の方は転入前

の住所地で申請となります。

『児童扶養手当について』
　児童扶養手当は、ひとり親家庭などの生活の安定や

自立促進に寄与することにより、その家庭の子どもの

福祉増進のために支給される手当で、婚姻の解消や配

偶者が死亡したことでひとり親となり、子どもを保護

監督する父母などに支給されます。

　これまで、遺族年金、障害年金、老齢年金などの公

的年金を受給する方は児童扶養手当を受給できません

でしたが、現在は、年金

額が児童扶養手当額より

低い場合、その差額分の

児童扶養手当を受給でき

るようになりました。

　詳しくは担当までお問

い合わせください。

●児童扶養手当の月額（平成 28年 4月～）

　子ども１人目：

　全部支給42,330円／一部支給 42,320円～ 9,990円

　※一部支給の額は所得に応じて決定されます。

　子ども２人目：5,000円

　こども３人目以上：１人つき 3,000円

『特別児童扶養手当について』
　特別児童扶養手当は、精神又は身体に障害を有する

児童について手当を支給することにより、児童の福祉

の増進を図るために支給される手当です。

　20歳未満で、精神又は身体に障害を有する児童を家

庭で保護監督、養育している父母などが支給対象とな

ります。また、他に所得要件などもありますので、詳

しくは担当までお問い合わせください。

●特別児童扶養手当の月額

　１級：51,500円　／　２級：34,300円

　※障害の状況に応じて１級か２級に区分されます。

『資源ごみの排出方法の変更について』
　現在少量の資源ごみの排出時にコンビニなどの半透

明の袋の使用を認めてきましたが、平成 28年７月１

日よりコンビニ袋の利用ができなくなりますので、お

知らせします。少量資源ごみの排出には、６月下旬か

ら販売する『資源ごみの小サイズ』をご利用ください。

種類価格など：資源ごみ袋(小 20㍑・10枚入）60円

『スプレー缶の排出方法について』
　近年、家庭においてスプレー缶などの穴あけ時にお

ける火災が発生していることから、町では、穴あけを

しなくてもよいこととしましたのでお知らせします。

　また、従来通り「燃やせないごみ袋」を使用ください。

『国民年金保険料学生納付特例制度について』
　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入

しなければなりませんが、ご本人の所得が一定額以下

の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納

付特例制度」があります。

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までと

なっており、この制度を利用することで、将来の年金

受給権の確保だけでなく、万一の事故などにより障害

を負った時の障害基礎年金の受給資格を確保すること

ができますので、詳しくはお問い合わせください。

●納付猶予について

　猶予期間については、年金を受給するのに必要な受

給資格（納付期間）へ反映されますが、年金額へは反

映されません。猶予期間の納付を希望される場合は、

役場窓口にて手続きください。

●必要な添付書類

　学生証の写し（両面）

または在学証明書原本（学

校名、在学期間がわかる

もの）など

●問い合わせ先　

　町民生活課町民生活グループ　☎ 0146・47・2112

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その2

町民生活課からのお知らせ

スプレー缶は
そのまま

捨ててＯＫ！

　子育て支援センターは、町内在住の乳幼児と保護

者が気軽に利用できる地域の子育て応援施設です。

　子育てに悩んだ時、ストレスを感じた時、親子で

お友達を作りたい時など様々な用途で利用ができま

すので、まだ利用したことが無い方もまずは一度遊

びに来てください。

　また、一時保育も実施しておりますので、利用を

希望される方は、利用方法などについて事前にお問

い合わせください。

◆開館日　月曜日～土曜日　

　　　　　午前９時～正午　午後１時～５時

◆休館日　日曜・祝日・年末年始

◆利用料　保護者とお子さんで利用する場合は無料。

　　　　　一時保育は利用料が必要となります。

　なお、月に数回、子育て支援事業を行っており、

一般利用は午後からのみとさせていただいておりま

すので、ご了承ください。

　最近は、お父さん

の利用も増えてい

ます。ご家庭とは違

う環境で遊ぶこと

で子どもにも良い

刺激になると思い

ます。気軽に遊びに

来てください。

●問い合わせ先

　子育て支援センター（認定こどもド・レ・ミ園内）

☎ 0146・47・4525

子育て支援センターからのご案内

保健福祉課からのお知らせ

●問い合わせ先：保健福祉課保健福祉グループ健康推進係　☎ 0146・47・2113
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本
年
度
の
試
験
の
お
知
ら
せ
で
す
。

・
期
日　

８
月
23
日　

・
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

・
試
験
地　

苫
小
牧
市

・
受
験
資
格

　

多
人
数
に
対
し
飲
食
物
を
調
理
し

供
与
す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
な

ど
の
施
設
や
食
品
衛
生
法
に
よ
る
飲

食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
惣
菜

製
造
業
を
掲
げ
る
営
業
に
お
い
て
、

平
成
28
年
５
月
20
日
ま
で
に
、
２
年

以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
方
。

　

な
お
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
方

は
、
週
４
日
以
上
・
１
日
６
時
間
以
上

勤
務
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

・
試
験
科
目

　

食
文
化
概
論
、
栄
養
学
、
食
品
学
、

　

公
衆
衛
生
学
、
食
品
衛
生
学
な
ど

・
願
書
受
付

　

５
月
９
日
～
20
日
（
土
日
を
除
く
）

・
願
書
配
布
・
受
付
場
所

　

北
海
道
静
内
保
健
所

・
提
出
書
類

　

調
理
師
試
験
受
験
願
書

　

調
理
師
試
験
受
験
者
整
理
カ
ー
ド

・
受
験
手
数
料

　

６
９
０
０
円
（
北
海
道
収
入
証
紙
）

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
２
５
１

　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
、
も
っ
ぱ
ら

個
人
的
な
無
線
技
術
の
興
味
に
基
づ

い
て
行
う
た
め
の
無
線
で
、
工
事
・

除
排
雪
・
有
害
鳥
獣
駆
除
な
ど
仕
事

に
関
す
る
通
信
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で

は
、
電
波
監
視
を
実
施
し
適
正
な
電

波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

電
波
に
関
す
る
相
談
は
、
窓
口
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
通
信
局

☎
０
１
１
・
７
３
７
・
０
０
９
９

　

国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人
は

多
数
お
り
ま
す
が
、
そ
の
就
労
状
況

は
、
社
会
保
険
な
ど
の
未
加
入
や
適

正
な
労
働
条
件
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
の
問
題
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

外
国
人
を
雇
い
入
れ
る
場
合
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格
で

あ
る
こ
と
。

②
雇
い
入
れ
や
離
職
時
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
届
け
出
を
行
う
こ
と
。

③
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
を
は
じ
め

適
正
な
雇
用
管
理
を
行
う
こ
と
。

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
雇
用

対
策
法
に
基
づ
く
、
外
国
人
労
働
者

の
適
正
な
雇
用
管
理
の
た
め
の
指
針

を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
い

た
だ
き
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
と
き

は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
雇
用

す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
労
働
基
準
監
督
署
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
静
内

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
１
７
３
４

浦
河
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
２
１
１
３

　

ほ
く
で
ん
は
、
新
冠
川
上
流
の
岩

清
水
ダ
ム
か
ら
河
川
に
放
流
す
る
場

合
、
川
の
近
く
に
い
る
人
に
対
し
、

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
「
上
流
ダ
ム
か
ら

の
放
流
開
始
と
安
全
な
場
所
へ
の
移

動
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
清
水
発
電
所
の
出
力
を

変
更
さ
せ
る
た
め
河
川
水
の
量
を

増
減
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
に

伴
い
河
川
の
水
位
も
増
減
し
ま
す
の

で
、
川
の
近
く
に
い
る
場
合
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ほ
く
で
ん
静
内
水
力
セ
ン
タ
ー
土
木
課

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
２
９

　

季
節
労
働
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
講
習
会
の
ご
案
内
で
す
。
受
講

を
希
望
さ
れ
る
方
は
窓
口
か
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
刈
払
い
作
業
従
事
者
安
全
衛
生
教
育

　

期
日　

６
月
７
日　

９
時
～
16
時

　

定
員　

10
名(

先
着
順)

●
伐
木
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）
作
業
者

安
全
衛
生
特
別
教
育

　

期
日　

６
月
21
～
22
日
の
２
日
間

　

定
員　

10
名(

先
着
順)

●
共
通
事
項

　

場
所　

日
高
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
浦
河
町
東
町
う
し
お
２
丁
目
）

　

費
用　

無
料

　

指
導　

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働

　
　
　

災
害
防
止
協
会 

浦
河
分
会

　

対
象　

町
内
在
住
の
満
18
歳
以
上

　
　
　
　

の
季
節
労
働
者
の
方
。

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
役
場
企
画
課
内　

日
高
中
部

通
年
雇
用
促
進
協
議
会
事
務
局

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
４
９
８

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
相
続
税
の
基
礎

控
除
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

相
続
や
遺
贈
な
ど
に
よ
り
取
得
し

た
財
産
が
あ
る
場
合
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
相
続
税
・
贈
与

税
特
集
」
で
申
告
や
納
税
の
必
要
が

あ
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
は
、
お
近
く
の
税
務
署
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
税
務
署
個
人
課
税
部
門

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
４
１
３
２

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も

地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
離
婚
に
関
す
る

こ
と
な
ど
家
庭
内
の
問
題
や
高
齢

者
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
ご
と

な
ど
幅
広
く
受
け
付
け
て
お
り
、

相
談
は
無
料
で
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
札

幌
法
務
局
日
高
支
局
で
常
時
、
相

談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
電
話
下
さ
い
。

　

む
ず
か
し
い
手
続
き
も
必
要
あ

り
ま
せ
ん
し
、
相
談
内
容
に
つ
い

て
の
秘
密
も
守
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
１
日
の
人
権
擁
護

委
員
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
町
内
で

「
困
り
ご
と
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
無
料
特
設
人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所
」

・
期
日

　
６
月
１
日
（
水
）

・
時
間

　
10
時
～
15
時

・
場
所

　
レ
・
コ
ー
ド
館
研
修
室
２

●
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
法
務
局
日
高
支
局

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
１
５

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

５
月-

18
日
（
水
）・
23
日
（
月
）

　
　
　

25
日
（
水
）・
30
日
（
月
）

６
月-

１
日
（
水
）・
６
日
（
月
）

　
　
　

８
日
（
水
）・
13
日
（
月
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

人
権
擁
護
委
員
「
困
り
ご
と

相
談
所
」
開
設
の
お
知
ら
せ

札
幌
弁
護
士
会

　ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

調
理
師
試
験
の
お
知
ら
せ

電
波
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！

浦
河
労
働
基
準
監
督
署
か
ら

相
続
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

新
冠
川
上
流
ダ
ム
か
ら
の

放
流
時
の
お
知
ら
せ

特
別
教
育
と

安
全
衛
生
教
育
助
成
事
業

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

ご寄附ありがとう
ございました。（敬称略）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて
☆田　外　　　清	 （50,000 円）

☆杉　本　キヨ子	 （50,000 円）

☆山　田　久　子	 （30,000 円）

☆坂　本　智　子	 （20,000 円）

●福祉事業に役立ててと
☆渡　辺　恵美子	 （古布１袋）

●老人ホーム「恵寿荘」に役立ててと
☆樫　木　千恵子	 （古布１袋）

☆浅　野　正　慶	 （古布１箱）

☆佐　藤　和　子	 （古布３箱）

☆高　橋　満　郎	（じゃが芋 17.3kg

大根 15kg、ごぼう1kg、長ネギ 600ｇ）

☆ボランティアグループちょぼら

（カット布５袋）

Ａｉｂａ祭のお知らせ
　今年のＡｉｂａ祭の日程が決

まりました。

　今年は計４回開催され、会場

では例年通り大抽選会なども行

いますので、ご家族やご友人と

一緒に遊びにきてください。

開催日　

　１日目　５月 31日（火）

　２日目　８月３日（水）

　３日目　９月６日（火）

　４日目　11月９日（水）

時　間　午後５時スタート

場　所　さくらセレモニーホール

（静内木場町２丁目３－１）

●お問い合わせ　

新ひだか町農林水産部農政課

☎ 0146・43・2111

軽トラ市（６月４日スタート）

今年も地元の新鮮な野菜が購入

できる「軽トラ市」をレ・コー

ド館入口前で行います。開催は

毎週土曜日10時～12時です。

●にいかっぷ観光協会
　☎ 0146・45・7300
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今月の一冊

やめたい食べグセ
森 拓郎著／ベストセラーズ

　朝はつい缶コーヒー、夜はとりあえ

ずビール、気づけば昼は丼ばかり。そ

んな食べグセが万病の元!

　ちょっとした意識で食べグセを改善

し、健康に、そしてやせる身体にする

方法を教えます。

　気になる内容を目次でチェックでき、

食事の解説やアドバイスなどもわかり

やすく紹介しています

新着ガイド
はじめての哲学	 石井　郁男

自己愛モンスター	 片田　珠美

広岡浅子	 小前　亮

子の無い人生	 酒井　順子

とっておきのひと鉢づくり	 明るい部屋

つるバラ＆半つるバラ	 後藤　みどり

心が通じるひと言添える作法	 臼井　由妃

女神	 藤田　宜永

軽薄	 金原　ひとみ

鼠、地獄を巡る	 赤川　次郎

うめ婆行状記	 宇江佐　真理

孤独の果てで犬が教えてくれた大切なこと	 瀧森　古都

いのちをむすぶ	 佐藤　初女

娘はまだ 6歳、妻が乳がんになった	 桃山　透

平野由希子のワインが美味しくなる季節のレシピ

平野　由希子

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

☆イベントカレンダー
5 月 24日（火 )１0：30～　あかちゃん絵本の読み聞かせ

5月 28日（土）１3：30～　びっくり箱のおはなし会

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザおはなしのへや

☆宮本実智さん、読書記録１０冊目を達成！

　昨年５月に配付を開始

してから利用者が少しず

つ増えている読書記録手

帳ですが、新冠小学校２

年宮本実智さんが読書記

録 10 冊目を達成されま

した。

　宮本さんは、読書記録を使い始めてから300冊以上

の本を読んでいることになります。

　読書記録は読み終えた本のタイトルや感想を記入

する手帳で、１冊につき読み終わった本 30冊分まで

記入することができます。大人から子どもまでどなた

でもご利用いただけます。

　町内小中学生が楽しみながら読書記録が続けられ

るように、スタンプや終了シールで応援するとともに、

読書記録を１冊達成するごとに図書プラザ内の特設

すごろくボードでお名前も発表しています。

　今後もぞくぞくと読書記録達成者が誕生すること

を期待しています。

●問い合わせ先

　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

10：10～ 10：30	 朝日小学校

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：40～ 15：55	 町民センター（児童館）

10：30～ 11：00	 おうるの郷

12：45～ 13：05	 新冠中学校

10：10～ 10：30	 朝日小学校

10：45～ 11：00	 こたにがわ学園

11：15～ 11：30	 太陽郵便局

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター（児童館）

10：10～ 10：30	 朝日小学校

５月 12 日

13 日

19 日

25 日

26 日

27 日

６月３日

９日

朝日小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 私の夢は小学校の体

育の先生になること

です。私はスポーツ

が好きだし、小さい

子とたくさん体育を

したいです。

青木　七瀬

ぼくの夢は、何かの

車関係の仕事か、得

意の英語を活かし

て、ほん訳の仕事も

してみたいです。

浅野　哲平

僕の将来の夢は、調

理師になることです。

料理を作るのも楽し

いし、僕の作る料理

を食べてほしいから

です。

青木　大輝

わたしの夢は、保育

士です。なぜその夢

かというと、わたし

は、小さな子たちが

好きだから、保育士

にしました。

岩見　桜奈

ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
38

 　
　

メ
ロ
デ
ィ
ー
大お

お
は
し

橋

平
成
11
年
に
完
成
し
た
歩
行
専
用
の
橋
で
、

新
冠
川
河
口
を
横
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
央
の
あ
ず
ま
屋
に
さ
し
か
か
る
と
音
楽

が
流
れ
、
そ
こ
か
ら
は
、
判
官
館
の
外
観
と

太
平
洋
、
新
冠
川
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
牧
場

を
一
望
で
き
る
の
ど
か
な
橋
で
あ
る
。

秋
に
な
る
と
海
か
ら
新
冠
川
へ
と
遡
上
し

た
鮭
が
元
気
よ
く
跳
ね
て
い
る
様
子
が
見
ら

れ
る
。

　

メ
ロ
デ
ィ
ー
の

　
　
　
　

大お
お
は
し橋

渡わ
た

れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鮭さ
け

の
群む

れ

め

※ふるさとカルタは、新冠町開町 130年・町制施行 50年記念事業の一環として作製したもので、読み札の

題材を「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って「新冠俳句の会」が読み札や語句を、「新冠ア

トリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。
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■自転車の安全利用の促進■
～　スマホ見ず　しっかり前見て　踏むペダル　～

～　自転車も　飲酒運転　事故の元　～

～　ゆっくりと　マナーを乗せて　ふむペダル　～

～　自転車は　よそ見の間も　進んでる　～

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
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・
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２
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１
１　

Ｆ
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Ｘ　
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４
６
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・
２
６
０
０

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

キラリと光る レ・コードなまち

今月号は、女性の視点でまちづくり事業に取り組む「新冠町商工会女性部」を紹介します。

○団体・サークル紹介○

【プロフィール】

　新冠町商工会女性部は、昭和49年に商工会に加

盟する会員の配偶者や女性経営者が集まり組織した

団体で、会員は新たに６名が加わり、現在40名で

活動しています。

　会では、一年を通して事業をしており、その一つ

が今年で37年目を迎えた「交通安全・愛の鈴」の

寄贈です。これは、子どもたちが交通事故に合わな

いようにと、新入学の小学一年生にお守りをプレゼ

ントしているもので、会員が一つずつ手作りし、氷

川神社でお祓いをして子どもたちに届けています。

　他にも、先進地の視察と会員の連携強化を図る研

修旅行や、商工会青年部と連携してのふるさとまつ

りで出店、リングプルや古切手、古布の収集と寄贈

などの活動をしています。

　事業を企画・運営していくことは大変なことも

多くありますが、事業を通して地域の人たちと出

会い、皆さんに喜んでもらえることが、自分たち

の楽しみであり、やりがいとなっています。

　一人ではできないことも、会員同士が協力する

ことで大きな事業を行うことができるようになり

ます。これからも、笑顔あふれる地域を作るため、

柔軟な発想と行動力を生かし、会員同士が連携し

て活動を続けていきたいと思います。

【活動内容】

　通年　リングプル・古切手・古布の回収と寄贈

　７月　新冠ふるさとまつり出店

　９月　研修旅行

　２月　交通安全「愛の鈴」寄贈　など

【地域の皆さんに向けて】

　商工会女性部では、地域の皆さんが行う事業や

イベントのお手伝いも行っています。

　まちを元気にするイベント、住みよいまちをつ

くる事業など、お手伝いができること、一緒に取

り組めることがありましたら、商工会までお問い

合わせください。（問い合わせ先：新冠町商工会　

☎ 0146・47・2421）

戸  籍  の  窓
３月 21 日～４月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに
小林　元希	 ♡	漆原　由希子	 東　町

中村　 瞬 	 ♡	  佐藤　 歩美 	 中央町

●お誕生おめでとうございます

小 向 　 風
ふ う が

駕	（匡紀	 昌子 )	 節婦町

●おくやみ申し上げます
細　野　八重子	 ７６歳	 東　町

山　内　ユ　キ	 ９４歳	 共　栄

坂　本　静　雄	 ８１歳	 北星町

髙　岡　英　一	 ６８歳	 本　町

☆広報に掲載してほしくない方は届出のとき、

町民生活課住民係へお申し出ください。

　なお、新冠町役場以外に届出を出された場合、

お名前が掲載されないときがありますので、ご

連絡いただければ直近発行の広報に掲載いた

します。お問い合わせは、町民生活課町民生

活グループ住民係まで。☎ 0146・47・2112

パパ　　　　ママ

広
報
に
い
か
っ
ぷ

平
成
28
年
５
月
号
（
通
巻
600
号
）

人の

うごき

人　口	 5,675 人	 （前月比	 －	１人）

　男	 2,770 人	 （前月比	 ＋	９人）

　女	 2,905 人	 （前月比	 －	10 人）

世 帯	 2,731世帯	 （前月比	 ＋	12世帯）（平成 28 年４月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年度同期

救急件数

25件（20件）

93件（73件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年度同期

傷　者

０人（０人）

６人（５人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

０件（０件）

発生件数

０件（０件）

３件（２件）

区　分

４月

28年１～４月

区　分

４月

28年１～４月


